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（百万円未満切捨て） 

1． 平成 21 年３月期第 1四半期の連結業績（平成 20 年４月１日～平成 20 年６月 30 日） 

（１） 連結経営成績（累計）                                              （％表示は対前年同四半期増減率） 

 経 常 収 益 経 常 利 益 四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21 年３月期第 1四半期 16,961 （ －） △4,353 （ －） △2,841 （ －）

20年３月期第 1四半期 17,264 （5.9） 3,113 （△6.8） 2,011 （△15.7）

 

 
1 株当たり 

四半期純利益 

潜 在 株 式 調 整 後 

1 株当たり四半期純利益 

円    銭 円    銭 

21 年３月期第 1四半期 △19      90     ―    ― 

20 年３月期第 1四半期    14    09    ―    ― 

 

（２） 連結財政状態 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産
 百万円 百万円 ％ 円   銭

21 年３月期第 1四半期 2,686,075 145,159 5.2 975  52 

20 年３月期 2,614,580 148,564 5.5 1,000  41 

（参考） 自己資本   平成 21 年３月期第１四半期  139,226 百万円  20 年３月期  142,787 百万円 

（注） 「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末少数株主持分）を期末資産の部合計で除した比率であり、「銀行法第 14 条の

２の規定に基づき自己資本比率の基準を定める件」（平成５年３月 31 日付大蔵省告示第 55 号）に基づいて算出する連結自己資

本比率ではありません。 

なお、「連結自己資本比率（国内基準）」については、13 ページをご参照ください。 

 

２．配当の状況 

 1 株当たり配当金 

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間 

  円 銭  円 銭  円 銭  円 銭  円 銭

20 年３月期 ― ― 3 00 ― ― 3 00 6 00 

21 年３月期 ― ―    

21 年３月期（予想）  3 00 ― ― 3 00 6 00 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無 ： 無 

 
３．平成 21 年３月期の連結業績予想（平成 20 年４月１日～平成 21 年３月 31 日） 
                                                (％表示は、通期は対前期、第 2 四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率） 

 経常収益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 百万円    ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 円    銭  

第 2 四半期連結累計期間 33,200 （△4.6） △2,200 ( ― ) △1,400 ( ― ) △9  80 

通   期 66,400 （△3.4） 2,800 (△70.8) 1,600 (△71.7) 11  21 

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無 ： 有 
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４．その他 

（１）期中における重要な子会社の異動  （連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用          ：有 

［（注）詳細は、３、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。］ 

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成の

ための基本となる重要な事項の変更に記載されるもの） 

① 会計基準等の改正に伴う変更     ： 有 

② ①以外の変更                  ： 無 

［（注）詳細は、３、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。］ 

（４）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21 年３月期第１四半期 144,486,342 株 

 20 年３月期          144,486,342 株 

② 期末自己株式数 21 年３月期第１四半期  1,765,486 株 

 20 年３月期            1,757,513 株 

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21 年３月期第１四半期  142,725,221 株 

 20 年３月期            142,752,112 株 

 

 

   ※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他の特記事項 

① 当会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 12 号）及び「四半期

財務諸表に関する会計基準の適用方針」（企業会計基準適用指針第 14 号）を適用しておりま

す。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

② 業績予想については、公表時点において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際

の業績は、今後様々な要因によって変動する可能性があります。 
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【定性的情報・財務諸表等 】 

1. 連結経営成績に関する定性的情報 

連結ベースの経常収益は、貸出金利息の増加により資金運用収益は増加したものの、役務取引等収益が

減少したため、前年同期比 3億 3百万円減少し、169 億 61 百万円となりました。一方、経常費用は、貸倒

引当繰入額の増加により、前年同期比 71 億 63 百万円増加し、213 億 14 百万円となりました。 

この結果、経常利益は前年同期比 74 億 66 百万円減少し、43 億 53 百万円の経常損失となり、四半期純

利益も前年同期間比 48億 53 百万円減少し、28 億 41 百万円の四半期純損失となりました。 

事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。 

銀行業務では、経常収益は、役務取引等収益の減少により前年同期比 2 億 14 百万円減少し、142 億 64

百万円となりました。経常費用は、営業経費の増加や貸倒引当金繰入額の増加により、前年同期比 75 億

98 百万円増加し、190 億 42 百万円となりました。この結果、経常利益は前年同期比 78 億 11 百万円減少

し、47 億 78 百万円の経常損失となりました。 

リース業務では、経常収益は、リース料収入等の減少により前年同期比 49 百万円減少し、24 億 95 百万

円となりました。経常費用は、上記に伴うリース原価の減少により、前年同期比 13 百万円減少し、23 億

46 百万円となりました。この結果、経常利益は前年同期比 36 百万円減少し、1億 49 百万円となりました。 

その他業務では、経常収益は、保証料等の減少により前年同期比 43 百万円減少し、6 億 82 百万円とな

りました。経常費用は、貸倒引当金繰入額の減少により前年同期比 2億 29 百万円減少し、6億 5百万円と

なりました。この結果、経常利益は前年同期比 1億 85 百万円増加し、77 百万円となりました。 

 

2. 連結財政状態に関する定性的情報 

預金及び譲渡性預金の合計残高は2兆4,375億円となり、前連結会計年度末比1,105億円増加しました。 

貸出金残高は 1兆 6,205 億円となり、前連結会計年度末比 26 億円増加しました。 

有価証券残高は 7,754 億円となり、前連結会計年度末比 72 億円増加しました。 

営業活動によるキャッシュ・フローは、預金及び譲渡性預金の増加等により 60 億 61 百万円のプラスと

なりました。投資活動によるキャッシュ・フローは、有価証券の取得により 83 億 8 百万円のマイナスと

なりました。財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金支払等により 4 億 41 百万円のマイナスとな

りました。以上の結果、現金及び現金同等物の残高は 26 億 79 百万円減少し、347 億 73 百万円となりまし

た。 

 

3. 連結業績予想に関する定性的情報 

連結業績予想については、本日別途開示する、「平成 21 年３月期第２四半期及び通期の業績予想の修正

に関するお知らせ」をご覧ください。 

 

4. その他 

（１） 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更に伴う特定子会社の異動）  

該当事項はありません。 

（２） 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

① 簡便な会計処理 

イ． 減価償却費の算定方法 

定率法を採用している有形固定資産については、年度に係る減価償却費の額を期間按分する方

法により算定しております。 

ロ． 貸倒引当金の計上方法 

「破綻先」、「実質破綻先」に係る債権等及び「破綻懸念先」で個別の予想損失額を引き当てて

いる債権等以外の債権に対する貸倒引当金につきましては、平成 20 年３月期の予想損失率をもと

に合理的に見直した後の予想損失率を適用して計上しております。 

ハ． 税金費用の計算 

法人税等につきましては、年度決算と同様の方法により計算しておりますが、納付税額の算出

に係る加減算項目及び税額控除項目は、重要性の高い項目に限定して適用しております。 

ニ． 繰延税金資産の回収可能性の判断 

繰延税金資産の回収可能性の判断につきましては、前連結会計年度末の検討状況において使用

した将来の業績予測の結果に、前連結会計年度末からの変動が大きいと認められる一時差異を加

味して判定しております。 
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② 四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理 

イ． 税金費用の処理 

連結子会社の税金費用は、四半期会計期間を含む年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じることによ

り算定しております。 

（３） 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

当会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 12 号）及び「四半期財務諸

表に関する会計基準の適用方針」（企業会計基準適用指針第 14 号）を適用しております。また、「四

半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 
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5. 四半期連結財務諸表 

（１） 四半期連結貸借対照表 
（単位：百万円） 

科  目 
当第 1四半期連結会計期間末

（平成 20 年６月 30 日） 

前連結会計年度末に係る

要約連結貸借対照表 

（平成 20 年３月 31 日）

（資産の部）  

現 金 預 け 金 36,056 39,531 

コ ー ル ロ ー ン 及 び 買 入 手 形 126,650 67,799 

債 券 貸 借 取 引 支 払 保 証 金 22,073 ― 

買 入 金 銭 債 権 6,463 6,144 

商 品 有 価 証 券 149 204 

金 銭 の 信 託 6,299 8,645 

有 価 証 券 775,492 768,212 

貸 出 金 1,620,578 1,617,926 

外 国 為 替 2,873 2,065 

そ の 他 資 産 24,370 28,868 

有 形 固 定 資 産 56,924 56,958 

無 形 固 定 資 産 5,429 5,618 

繰 延 税 金 資 産 12,727 9,279 

支 払 承 諾 見 返 26,601 31,690 

貸 倒 引 当 金 △36,614 △28,366 

資 産 の 部 合 計 2,686,075 2,614,580 

（負債の部）   

預 金 2,303,453 2,243,692 

譲 渡 性 預 金 134,113 83,374 

コ ー ル マ ネ ー 及 び 売 渡 手 形 22,348 51,039 

借 用 金 14,663 15,255 

外 国 為 替 67 41 

そ の 他 負 債 20,063 20,376 

賞 与 引 当 金 261 1,011 

役 員 賞 与 引 当 金 12 50 

退 職 給 付 引 当 金 9,959 10,083 

役 員 退 職 慰 労 引 当 金 430 472 

時 効 預 金 払 戻 損 失 引 当 金 528 505 

再 評 価 に 係 る 繰 延 税 金 負 債 8,295 8,295 

負 の の れ ん 116 127 

支 払 承 諾 26,601 31,690 

負 債 の 部 合 計 2,540,915 2,466,015 

（純資産の部）   

資 本 金 15,000 15,000 

資 本 剰 余 金 5,983 5,983 

利 益 剰 余 金 95,677 98,947 

自 己 株 式 △946 △941 

株 主 資 本 合 計 115,714 118,990 

そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金 13,234 13,795 

繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 △55 △332 

土 地 再 評 価 差 額 金 10,332 10,332 

評 価 ・ 換 算 差 額 等 合 計 23,511 23,796 

少 数 株 主 持 分 5,933 5,777 

純 資 産 の 部 合 計 145,159 148,564 

負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計 2,686,075 2,614,580 

（注）記載金額は、単位未満を切り捨てて表示しております。 
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（２） 四半期連結損益計算書 
（単位：百万円） 

当第 1四半期連結累計期間 

（自 平成 20 年４月 0１日  科  目 

至 平成 20 年６月 30 日 ） 

経 常 収 益
 

16,961 
 

資 金 運 用 収 益
 

12,004 
 

（ う  ち  貸  出  金  利  息 ）
 

(8,484)  

（ う ち 有 価 証 券 利 息 配 当 金 ）
 

(3,372)  

役 務 取 引 等 収 益
 

2,106 
 

そ の 他 業 務 収 益
 

2,369 
 

そ の 他 経 常 収 益
 

481 
 

経 常 費 用
 

21,314 
 

資 金 調 達 費 用
 

2,007 
 

（ う  ち  預  金  利  息 ）
 

(1,377)  

役 務 取 引 等 費 用
 

410 
 

そ の 他 業 務 費 用
 

2,226 
 

営 業 経 費
 

7,861 
 

そ の 他 経 常 費 用
 

8,808 
 

経 常 損 失
 

4,353 
 

特 別 利 益
 

0 
 

特 別 損 失
 

10 
 

税 金 等 調 整 前 四 半 期 純 損 失
 

4,363 
 

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税
 

1,474 
 

法 人 税 等 調 整 額
 

△3,151 
 

少 数 株 主 利 益
 

155 
 

四 半 期 純 損 失
 

2,841 
 

（注）記載金額は、単位未満を切り捨てて表示しております。 



 

（株）大分銀行（8392）平成 21 年３月期 第１四半期決算短信 

7 

 

（３） 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 
（単位：百万円） 

 
当第１四半期連結累計期間 

（自 平成 20 年４月 １日 

至 平成 20 年６月 30 日）

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 

（△は税金等調整前四半期純損失） 
△4,363 

減価償却費 2,396 

負ののれん償却額 △11 

貸倒引当金の増減額 （減少：△） 8,248 

賞与引当金の増減額 （減少：△） △749 

役員賞与引当金の増減額 （減少：△） △37 

退職給付引当金の増減額 （減少：△） △123 

役員退職慰労引当金の増減額 （減少：△） △42 

時効預金払戻損失引当金の増減額 （減少：△） 23 

資金運用収益 △12,004 

資金調達費用 2,007 

有価証券関係損益 （益：△） 166 

金銭の信託の運用収益 （運用益：△） 2 

為替差損益 （差益：△） △8 

固定資産処分損益 （処分益：△） △15 

固定資産除却損 10 

商品有価証券の純増減 （増加：△） 55 

貸出金の純増減 （増加：△） △2,651 

預金の純増減 （減少：△） 59,760 

譲渡性預金の純増減 （減少：△） 50,739 

借用金（劣後特約付借入金を除く）の純増減 （減少：△） △592 

預け金（日銀預け金を除く）の純増減 （増加：△） 795 

コールローン等の純増減 （増加：△） △59,170 

債券貸借取引受入担保金の純増減 （減少：△） △22,073 

コールマネー等の純増減 （減少：△） △28,691 

外国為替（資産）の純増減 （増加：△） △807 

外国為替（負債）の純増減 （減少：△） 26 

資金運用による収入 12,065 

資金調達による支出 △1,365 

その他 2,823 

小計 6,413 

法人税等の支払額 △352 

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,061 

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー  

有価証券の取得による支出 △40,212 

有価証券の売却による収入 35 

有価証券の償還による収入 31,696 

金銭の信託の減少による収入 2,342 

有形固定資産の取得による支出 △1,980 

無形固定資産の取得による支出 △281 

有形固定資産の売却による収入 90 

無形固定資産の売却による収入 2 

投資活動によるキャッシュ・フロー △8,308 

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー  

配当金支払額 △428 

少数株主への配当金支払額 △7 

自己株式の取得による支出 △7 

自己株式の売却による収入 1 

財務活動によるキャッシュ・フロー △441 

Ⅳ  現金及び現金同等物に係る換算差額 8 

Ⅴ  現金及び現金同等物の増減額（減少：△） △2,679 

Ⅵ  現金及び現金同等物の期首残高 37,453 

Ⅶ  現金及び現金同等物の第 1 四半期末残高 34,773 
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当会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 12 号）及び「四半期財務諸表

に関する会計基準の適用方針」（企業会計基準適用指針第 14 号）を適用しております。また、「四半

期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

 

（４） 継続企業の前提に関する注記 

 

当第 1四半期連結累計会計期間（自 平成 20 年４月１日 至 平成 20 年６月 30 日） 

該当事項はありません。 

 

（５） セグメント情報 

【事業の種類別セグメント情報】 

当第１四半期連結累計期間（自 平成 20 年４月１日 至 平成 20 年６月 30 日）  

  （単位：百万円） 

 
銀行業務 リース業務 その他業務 計 

消去または

全社 
連結 

経 常 収 益      
（１）外部顧客に対する 

経常収益 
14,189 2,255 515 16,961 ― 16,961

（２）セグメント間の 

内部経常収益 
74 240 166 481 ( 481) ―

計 14,264 2,495 682 17,442 ( 481) 16,961

経 常 費 用 19,042 2,346 605 21,993 ( 679) 21,314

経 常 利 益 

（ △ は 経 常 損 失 ） 
△4,778 149 77 △4,551 197 △4,353

（注）１．業務区分は、連結会社の事業の内容により区分しております。なお、「その他業務」はクレジットカード業務等で

あります。 

２．一般企業の売上高及び営業利益に代えて、それぞれ経常収益及び経常利益を記載しております。 

 

【所在地別セグメント情報】 

当第１四半期連結累計期間（自 平成 20 年４月１日 至 平成 20 年６月 30 日）  

在外子会社及び在外支店がないため、所在地別セグメント情報の記載を省略しております。 

 

【国際業務経常収益】 

当第１四半期連結累計期間（自 平成 20 年４月１日 至 平成 20 年６月 30 日）  

国際業務経常収益が連結経常収益の 10％未満のため、国際業務経常収益の記載を省略しておりま

す。 

 

（６） 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 

当第 1四半期連結会計期間（自 平成 20 年４月１日  至 平成 20 年６月 30 日） 

該当事項はありません。 

 

 

以 上 
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【参考】 

（１） （前年同四半期）連結損益計算書 

（単位：百万円） 

前第 1四半期連結累計期間 

（自 平成 19 年４月 １日  科  目 

至 平成 19 年６月 30 日 ） 

経 常 収 益
 

17,264 
 

資 金 運 用 収 益
 

11,843 
 

（ う  ち  貸  出  金  利  息 ）
 

(8,231)  

（ う ち 有 価 証 券 利 息 配 当 金 ）
 

(3,404)  

役 務 取 引 等 収 益
 

2,490 
 

そ の 他 業 務 収 益
 

2,442 
 

そ の 他 経 常 収 益
 

487 
 

経 常 費 用
 

14,150 
 

資 金 調 達 費 用
 

2,184 
 

（ う  ち  預  金  利  息 ）
 

(1,096)  

役 務 取 引 等 費 用
 

497 
 

そ の 他 業 務 費 用
 

2,409 
 

営 業 経 費
 

7,688 
 

そ の 他 経 常 費 用
 

1,370 
 

経 常 利 益
 

3,113 
 

特 別 利 益
 

2 
 

特 別 損 失
 

21 
 

税 金 等 調 整 前 四 半 期 純 利 益
 

3,095 
 

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税
 

338 
 

法 人 税 等 調 整 額
 

712 
 

少 数 株 主 利 益
 

32 
 

四 半 期 純 利 益
 

2,011 
 

（注）記載金額は、単位未満を切り捨てて表示しております。 
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（２） （前年同四半期）セグメント情報 

【事業の種類別セグメント情報】 

前第１四半期連結累計期間（自 平成 19 年４月１日  至 平成 19 年６月 30 日）  

        （単位：百万円） 

 
銀行業務 リース業務 その他業務 計 

消去または

全社 
連結 

経 常 収 益      
（１）外部顧客に対する 

経常収益 
14,396 2,318 549 17,264 ― 17,264

（２）セグメント間の 

内部経常収益 
81 225 176 484 ( 484) ―

計 14,478 2,544 725 17,748 ( 484) 17,264

経 常 費 用 11,444 2,359 834 14,638 ( 488) 14,150

経 常 利 益 

（ △ は 経 常 損 失 ） 
3,033 185 △108 3,110 3 3,113

（注）１．業務区分は、連結会社の事業の内容により区分しております。なお、「その他業務」はクレジットカード業務等であり

ます。 

２．一般企業の売上高及び営業利益に代えて、それぞれ経常収益及び経常利益を記載しております。 

 

【所在地別セグメント情報】 

前第１四半期連結累計期間（自 平成 19 年４月１日  至 平成 19 年６月 30 日） 

在外子会社及び在外支店がないため、該当ありません。 

 

【国際業務経常収益】 

前第１四半期連結累計期間（自 平成 19 年４月１日  至 平成 19 年６月 30 日） 

国際業務経常収益が連結経常収益の 10％未満のため、国際業務経常収益の記載を省略しております。 
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平成 21 年３月期第１四半期決算 説明資料 

 

１．損益状況【単体】 

（１）業務純益 887 百万円 

業務純益は、一般貸倒引当金繰入額の増加により、前第１四半期対比 27 億 18 百万円減少し、8 億

87 百万円となりました。 

業務純益（一般貸倒繰入前）では、37 億 35 百万円となり、第２四半期公表値 64 億円の 58％となっ

ております。  

（２）業務粗利益 11,084 百万円 

業務粗利益は、前第１四半期対比１億 99 百万円増加し、110 億 84 百万円となりました。 

第 2四半期公表値 214 億円の 51％となっております。 

（３）第１四半期純損失 2,939 百万円 

当第１四半期は、貸倒償却引当費用の増加により、前第１四半期対比 49 億 33 百万円減少し、29 億

39 百万円の四半期純損失となりました。 

なお、業績予想については、公表時点において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際

の業績は、今後様々な要因によって変動する可能性があります。 
（単位：百万円） 

    

  

平成 21 年３月期

第１四半期 

（Ａ） 
比較 

（Ａ）－（Ｂ）

平成 20 年３月期 

第１四半期 

（Ｂ） 
 

平成 21 年３月期

第 2四半期公表値

（参考） 

業 務 粗 利 益 11,084 199 10,885  21,400 

（除く国債等債券関係損益（５勘定尻）） (    11,084) (   193) (    10,891)   

 資 金 利 益 9,810 360 9,450   

 役 務 取 引 等 利 益 1,491 △298 1,789   

 そ の 他 業 務 利 益 △217 137 △354   

経 費 （ 除 く 臨 時 処 理 分 ） 7,348 23 7,325  15,000 

 人 件 費 3,515 26 3,489   

 物 件 費 3,250 △6 3,256   

 税 金 582 3 579   

業務純益（一般貸倒繰入前） 3,735 176 3,559  6,400 

 除く国債等債券関係損益（５勘定尻） 3,735 169 3,566   

① 一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 2,848 2,893 △45   

業 務 純 益 887 △2,718 3,605  3,300 

 うち国債等債券関係損益（５勘定尻） － 6 △6   

臨 時 損 益 △5,669 △5,096 △573   

 ② 不 良 債 権 処 理 額 5,579 4,844 735   

 （貸倒償却引当費用①＋②） 8,428 7,738 690   

 株 式 等 関 係 損 益 △62 78 △140   

 そ の 他 臨 時 損 益 △27 △330 303   

経 常 利 益 

（ △ は 経 常 損 失 ） 
△4,786 △7,813 3,027  △2,500 

特 別 損 益 △10 8 △18   

 う ち 固 定 資 産 処 分 損 益 △10 8 △18   

税 引 前 四 半 期 純 利 益 

（△は税引前四半期純損失） 
△4,797 △7,805 3,008   

四 半 期 純 利 益 

（ △ は 四 半 期 純 損 失 ） 
△2,939 △4,933 1,994  △1,500 

 
（注）表中の「平成 21 年３月期第２四半期公表値」につきましては、別途開示の「平成 21 年３月期第２四半期及び通期の業績予想の

修正に関するお知らせ」における修正後の数値を記載しております。 
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２．「金融再生法ベースのカテゴリーによる開示」（連結） 

                                                           （単位：億円）  （参考）       （単位：億円） 

 平成20年６月末 平成19年６月末 平成20年３月末（実績） 
破産更生債権及び 
これらに準ずる債権 

２３３ ２６９ １７６ 

危険債権 ２９１ ２７４ ２６０ 

要管理債権 １８８ ６０ １２２ 

計 ７１３ ６０４ ５５９ 

  

総与信額 １６，７５６ １６，４９６ １６，７７５ 

総与信に占める開示額の割合
（不良債権比率） 

４．２６％ ３．６６％ ３．３３％ 

（注）上記の四半期末計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則」第４条に規定する各債権のカテゴリーにより分

類しておりますが、集計方法については以下の点につき連結会計年度末または中間連結会計期間末に開示する計数とは異なるため、

計数は連続しておりません。 

 

（１）「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」および「危険債権」 

①開示区分 

       連結会計年度末または中間連結会計期間末時点における債務者区分（※）をベースとし、四半期中に倒産、

不渡り及び廃業等の客観的な事実ならびに行内格付の変更等があった債務者について、当行及び連結子会社

の定める自己査定基準に基づき債務者区分の見直しを行なっております。 

   ②開示金額 

       各四半期末時点における残高をベースとしております。 

 

（２）「要管理債権」 

   ①開示区分 

連結会計年度末または中間連結会計期間末時点における債務者区分（※）をベースとし、四半期中に正常

先、要注意先の債務者に対する債権のうち、新たに３ヵ月以上延滞となった債権、貸出条件を緩和したこと

を確認している債権等について、当行及び連結子会社の定める自己査定基準に基づき債務者区分の見直しを

行っております。 

   ②開示金額 

      各四半期末時点における残高をベースとしております。 

 

※債務者区分との関係：破産更生債権及びこれらに準ずる債権（実質破綻先、破綻先の債権） 
危険債権（破綻懸念先の債権） 
要管理債権（要注意先のうち、利払いが３ヵ月以上延滞しているか、又は貸出条件を 

緩和している債権） 
 

（参考）「金融再生法ベースのカテゴリーによる開示」（単体） 

                                                   （単位：億円）  （参考）       （単位：億円） 

 平成20年６月末 平成19年６月末 平成20年３月末（実績） 
破産更生債権及び 
これらに準ずる債権 

２１４ ２５２ １５８ 

危険債権 ２８９ ２６９ ２５８ 

要管理債権 １８５  ６０          １１８ 

計 ６８９ ５８３ ５３６ 

 

総与信額 １６，６６８ １６，４０９ １６，６８７ 
総与信に占める開示額の割合
（不良債権比率） 

４．１３％ ３．５５％ ３．２１％ 
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３．自己資本比率（国内基準） 

 

                                                      （参考） 

 平成20年６月末（速報値） 平成19年６月末  平成20年３月末 

連結自己資本比率 １０．４０％ １０．２８％  １０．７９％ 

連結Ｔｉｅｒｌ比率 ９．３１％  ９．２６％  ９．６９％ 

 

 平成20年６月末（速報値） 平成19年６月末  平成20年３月末 

単体自己資本比率 １０．０４％  ９．８２％  １０．４２％ 

単体Ｔｉｅｒｌ比率 ８．８０％  ８．７２％  ９．１８％ 

 

 

４．時価のある有価証券の評価差額（連結） 
 ○評価差額 

 （単位：億円）  （参考）           （単位：億円） 

 平成20年６月末 平成19年６月末  平成20年３月末 

 時価 評価差額 時価 評価差額  時価 評価差額 

       うち益 うち損   うち益 うち損    うち益 うち損

その他有価証券 7,531 208 302 93 7,779 445 527 82  7,448 218 300 81

 株式 644 257 271 13 839 487 490 3  585 203 219 16

 債券 5,638 △29 18 48 5,750 △62 5 68  5,737 31 62 31

 その他 1,248 △19 12 31 1,188 20 31 10  1,125 △15 18 34

（注）１.「評価差額」および「含み損益」は、帳簿価額（償却原価法適用後、減損処理後）と時価との差額を計上しております。 

 2. なお、満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。 

 

                                                                          （単位：億円）  （参考）            （単位：億円） 

 平成20年６月末 平成19年６月末  平成20年３月末 

 帳簿価額 含み損益 帳簿価額 含み損益  帳簿価額 含み損益 

   うち益 うち損   うち益 うち損    うち益 うち損

満期保有目的の 
債券 

79 0 0 0 92 0 0 0
 

84 0 0 0
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５．デリバティブ取引（連結） 

 

（１） 金利関連取引 

   （平成20年６月30日現在）  該当ありません。 

 

（２） 通貨関連取引 

                                                                       （単位：億円）   （参考）           （単位：億円） 

平成20年６月末 平成19年６月末 平成20年３月末（実績） 区
分 

種 類 
契約額等 時価 評価損益 契約額等 時価 評価損益 契約額等 時価 評価損益

通貨先物 ― ― ― ― ― ― ― ― ―
取
引
所 

通貨オプション ― ― ― ― ― ― ― ― ―

通貨スワップ 212 16 16 332 △14 △14 240 40 40

為替予約 387 △5 △5 384 △8 △8 317 11 11

通貨オプション ― ― ― ― ― ― ― ― ―

店  

頭 

その他 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

  

合計  11 11  △22 △22   52 52

（注）ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は、上記記載から除いております。 

 

（３） 株式関連取引 

   （平成20年６月30日現在）  該当ありません。 

 
（４） 債券関連取引 

   （平成20年６月30日現在）  該当ありません。 

 

（５） 商品関連取引 
   （平成20年６月30日現在）  該当ありません。 

 
（６） その他 
   （平成20年６月30日現在）  該当ありません。 
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６．預金等・貸出金の残高（単体） 

（1）預金等（末残） 

                                                                   （単位：億円、％）    （参考）            （単位：億円）   

平成20年６月末  

 19年６月末比 

（増減率） 

20年３月末比 

（増減率） 

 

19年６月末 20年３月末 

預金等 24,403
   464 

（1.9）

   1,093 

（4.6）

 
23,939 23,310

うち法人預金等 5,619
   △197 

（△3.3）

   24 

（0.4）

 
5,816 5,595

 

うち個人預金等 15,967
   347 

（2.2）

   429 

（2.8）

 
15,620 15,538

 
うち大分県内 23,150

   570 

（2.5）

   1,196 

（5.4）

 
22,580 21,954

 (注)預金等＝総預金＋譲渡性預金 

 

（2）貸出金（末残） 

                                                                         （単位：億円、％）    （参考）         （単位：億円、％） 

平成20年６月末  

 
19年６月末比 

（増減率） 

20年３月末比 

（増減率） 

 

19年６月末 20年３月末 

貸出金 16,287
   273 

（1.7）

   32 

（0.1）

 
16,014 16,255

うち中小企業等貸出残高 10,594
  △172 

（△1.6）

   △108 

（△1.0）

 
10,766 10,702

  中小企業等貸出比率 65.0 △2.2    △0.8 
 

67.2 65.8

 

うち個人ローン 4,042
   55 

（1.3）

   △7 

（△0.2）

 
3,987 4,049

 
うち大分県内 12,306

   △51 

（△0.4）

   △21 

（△0.1）

 
12,357 12,327

（注） 中小企業等とは、資本金が3億円（ただし、卸売業は1億円、小売業、サービス業は5千万円）以下の会社、または常用する従業員が300人

（ただし、卸売業は100人、小売業は50人、サービス業は100人）以下の会社および個人であります。 

 

 

７．預り資産残高（公共債、投資信託、保険商品等）（単体） 

                                                                  （単位：億円、％）     （参考）            （単位：億円） 

平成20年６月末  

 19年６月末比 

（増減率） 

20年３月末比 

（増減率） 

 

19年６月末 20年３月末 

投資信託残高 796 
  △153 

（△16.1） 

  25 

（3.2） 
949 771

生保商品残高 1,044 
  89 

（9.3） 

  29 

（2.8） 
955 1,015

外貨預金残高 72 
  23 

（46.9） 

  4 

（5.8） 
49 68

公共債残高 1,936 
  141 

(7.8)  

  10 

(0.5)  
1,795 1,926

預り資産残高 3,848 
 100 

(2.7)  

  68 

(1.8)  
3,748 3,780

 

 

以 上 


